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 概  要 
有機溶媒中で増殖微生物を物質生産に利用する界面バイオプロセス群(下図)

を用いて、医薬候補物質や医薬中間体、化粧品原料等の高生産技術を開発する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

界面バイオプロセスは本学独自の技術であり、世界で唯一の有機溶媒系バイ

オ生産プロセスである。極めて高い生産性や高純度での製造を可能とし、探索

面では、液体培養法とは大きく異なる二次代謝物が生産できる。ダウンストリ

ームに要するコストも従来法に比して著しく低く、その汎用性も極めて広い。 

本技術の 

有用性 

全プロセスとも、特に水不溶性産物の高生産に威力を発揮し、その蓄積濃度

は極めて高く、製造設備の小型化並びに産物回収コストの大幅な低減が可能で

ある。通気攪拌も不要なため、製造時のランニングコストも低くなる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

適用可能製品 医薬品原料、化粧品原料、機能性食品原料、産業用酵素 
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L-L IBRExt-LSILSI

S-L IBR

 LSI, Ext-LSI, L-L IBR66 ３ 種の界面バイオプロセスと １ 種の液面バイオプロセス


